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自己紹介 お がさ わら とよ かず

小笠原 豊和
・1976年11月、神奈川県横浜市生まれ

・2001年3月、法政大学大学院 工学研究科電気工学専攻 修士課程修了

ロボットビジョン、ステレオカメラを用いた3次元計測の研究に励む。⇒ 現在、VR技術として普及。

・富士重工業株式会社(現 株式会社SUBARU)に入社(2001年4月～2020年7月)

ADAS(Advanced Driving Assist System)、自動運転開発、新型車の開発統括を担当。

― 認識アルゴリズム、機能(電子制御)開発、電子プラットホーム開発

― 信頼性開発・自動車機能安全規格(ISO26262)対応推進

― 新型車のプロジェクトマネージメント（新型SUBARU BRZ/TOYOTA GR86)

・おおた開発効率化プロジェクト 設立・代表(2020年8月20日～) Webサイト

・社団法人 自動車技術会 正会員(2002年5月～)、 JSAEシニアエンジニア Webサイト

・Beyond 5G推進コンソーシアム 個人会員(2021年2月～） Webサイト

・SGS-TÜV認定 自動車機能安全プロフェッショナル Automobile Functional Safety Professional(AFSP)資格保有

・安全コンセプト記法研究会(SCN-SG) コミッティメンバー(2015年7月～) Webサイト

・Field Robotics Japan(FRJ) 会員(2020年1月～）Webサイト

・日本うんこ学会 会員(2020年10月～) Webサイト
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https://ota-develop-eff-proj.com/
https://www.jsae.or.jp/
https://b5g.jp/
https://ssl.scn-sg.com/main/ja/
https://field-robotics-japan.info/
https://unkogakkai.jp/


■現在の製品・アイテムの多くは複数のシステムで構成

例： カメラで撮影した画像を印刷する。

出典： INCOSE Systems Engineering Handbook

カメラ

入出力デバイス

PC プリンタ

＜現象＞
構成要素（カメラ、PC、プリンタ、入出
力デバイス)毎の正常動作を確認でき
ているが、画像を印刷できない。

＜想定要因＞
・ドライバソフトの互換性
・対応可能な画像フォーマット
・対応可能なI/F規格
－ハードウェア形状
－入出力信号

など

⇒ 構成要素間の相互作用にも異常
の要因が潜んでいる
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背景と目的
～ 現代のシステム開発成功のカギは『情報伝達』 ～



■製品開発の複雑化に伴い、開発手法も複雑化している。

出典： INCOSE Systems Engineering Handbook

開発手法A

連携手段

開発手法B 開発手法C

＜現象＞
システム開発において、複数の開発手
法を用いたが、開発不具合が頻発。

＜想定要因＞
・開発方法論の違い
・手法間の連携
・抜け・漏れ
など

⇒ 開発手法の連携に開発不具合・
トラブルの要因が潜んでいる
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背景と目的
～ 現代のシステム開発成功のカギは『情報伝達』 ～



技術要件作成部署

背景と目的 ～ 現代のシステム開発成功のカギは『情報伝達』 ～
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相談者

相談者上司
(所属長)

プロジェクトチーム

請負先 会社B

チーム内協議決定事
項、依頼事項

部署進捗報告、
課題提起

作業委託(準委任)

委託成果物

情報展開、
作業指示 作業成果、課題提起

情報伝達・共有手段が一つでも破綻すると
プロジェクト自体の機能が失われる。

大規模システム開発では異なる企業・組織
間における相互の情報伝達・共有が必須。

× × 情報伝達・共有手段の破綻
⇒プロジェクト内の他工程に悪影響



■部署内における情報伝達に関して

☆解決策の提案

― 基本的な考え方

・当事者間における『相互作用』(情報伝達・共有)の手段の確立。

・『相互作用』の確立有無を検証すべく、業務改善ミーティングを実施。

自部署

背景と目的 ～ 現代のシステム開発成功のカギは『情報伝達』 ～
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上司
(所属長)

実務者関係部署
情報展開、
作業指示

作業成果、
課題提起

情報

情報

相互作用相互作用



■システム間の相互作用を考慮した安全分析の例

STAMP（Systems-Theoretic Accident Model and Processes）

/STPA（System-Theoretic Process Analysis）

＜考え方＞

システムはソフトウェアや人間・組織を含む

サブシステムやコンポーネントで構成。

⇓

コンポーネントに不具合がなくとも

サブシステム やコンポーネントの相互作用

によってハザードが発生する。

⇓

『相互作用に着目した安全分析手法』

出典：『新しい安全解析手法ＳＴＡＭＰ概説 ～ システム理論に基づく事故モデルによる安全解析 ～』

独立行政法人 情報処理推進機構 （IＰＡ）より抜粋 https://www.ipa.go.jp/files/000060924.pdf

背景と目的
～ 現代のシステム開発成功のカギは『情報伝達』 ～
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私が中学の国語の授業で学んだこと ～言葉とは何か～
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■ 会社のオフィスでの会話



私が中学の国語の授業で学んだこと ～言葉とは何か～

■ 『言葉』とは？

・自分が相手に自身の思い(感情、主張)を伝えられる

・自分が相手自身の思いを理解できる

・事実、実態、体験、経験を共有できる

etc.
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私が中学の国語の授業で学んだこと ～言葉とは何か～

■ 『言語』は『言葉』？
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日本語 ⇒ りんご

英語 ⇒ apple

ドイツ語 ⇒ Apfel

フランス語 ⇒ la pomme

中国語 ⇒ 苹果

韓国語 ⇒ 사과

言語によっては、理解できないものも…

『言語』は『言葉』ではない！



私が中学の国語の授業で学んだこと ～言葉とは何か～

■ 『言語』は『言葉』のように万能ではないけど…
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日本語 ⇒ りんご（日本人は理解できる）

英語 ⇒ apple（英語圏の人は理解できる）

ドイツ語 ⇒ Apfel（ドイツ語圏の人は理解できる）

フランス語 ⇒ la pomme（フランス語圏の人は理
解できる）

中国語 ⇒ 苹果（中国人は理解できる）

韓国語 ⇒ 사과（韓国、北朝鮮人は理解できる）

『言語』は使用範囲、条件を限定することにより、

『言葉』の代用手段(手法)として使用可能



情報伝達の基本 ～目的を第一に共有する～

■ 開発目的に対応した戦略を立てる。

例：GSN (Goal Structuring Notation)

出典： GSN COMMUNITY STANDARD VERSION 1 Origin Consulting (York) Limited

ゴール

背景・前提

戦略

根拠

上位目標

下位目標・
行動

具体化

妥当性・
根拠

(開発)目的



情報伝達の基本 ～目的を第一に共有する～

■ 概要、シチュエーション

― 〇〇〇〇年〇〇月〇〇日 に イベントを開催する。

― イベント関係者は事前準備のため、イベント当日△時、イベント開催場所

に集合する。

― 万一、欠席や遅刻する場合、下記電話、メールアドレスに緊急連絡する。

１．T社フリーダイヤル 0120-□□□-□□□

２．T社直通ダイヤル 03-××××-××××

３．T社メールアドレス ☆☆☆@☆☆☆.net

― 緊急連絡をする際は、１．～３．の優先順位で行う。
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緊急時の連絡手段
を正確に伝える



■某会社の案内文(『行動』視点で記載）

※会社、個人を特定できる情報は伏せております。

ご不明点があればどんな些細なことであっても、
下記まで必ず【電話で】ご連絡下さい。
突発的なイレギュラー（遅刻や欠勤）が万が一発生してしまうときは、
少しでも異変を感じた段階で下記に「電話で」連絡をしてください。
T本社（0120-□□□-□□□)（10：00-19：00）
T本社（03-××××-××××)（時間外）

※繋がらない場合は上からすべて電話をかけてください。
それでも繋がらない・10分以内に折り返しが無い場合は
☆☆☆@☆☆☆.net までメールにてご連絡下さい。

情報伝達の基本 ～目的を第一に共有する～

©2021 Ota Development Efficiency Project 無断転載を禁じます。

【電話での連絡】が過剰に強調
⇒ 電話不通時の連絡手段(メール)
が相手に周知されにくい

緊急時でありながら不要な待機要請
⇒ 発信者の緊急意識の欠如が疑われる

電話不通なのに電話連絡を
要請
⇒ 内容が矛盾している
⇒ 『電話以外の連絡手段はない』
と相手に誤解される



■ 正しい記載例(関係者が共有すべき項目を明確にする＝目的)

万一遅刻や欠勤など、突発的なイレギュラーが発生してしまうときは、
少しでも異変を感じた段階で、必ず【下記手順で】 T本社まで連絡をしてください。

＜連絡手順＞
1．T本社フリーダイヤルへ連絡

・フリーダイヤル 0120-□□□-□□□（営業時間 10：00-19：00）
2．【営業時間外】もしくは【１．で繋がらない】とき、T本社直通ダイヤルへ連絡

・直通ダイヤル 03-××××-××××
3．【２．でも繋がらない】とき、T本社メールアドレスへ連絡

・メールアドレス ☆☆☆@☆☆☆.net

ご不明点があれば、【どんな些細なことでも】必ずご連絡ください。

情報伝達の基本 ～目的を第一に共有する～
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連絡手順を
相手に順守させる

些細なことでも
必ず連絡する旨、

徹底させる

全ての連絡手段を
並記して周知させる



まとめ

■情報伝達のポイント

― 共通理解の明示（目的、目標、方針、戦略）

― 事実に基づいた議論（物理的、科学的根拠）

― 客観的に論証できる手法・手段の活用（誰でも理解できる）

■プロジェクト達成の妨げになる要因

― 手段のみの情報伝達（関係者間の理解齟齬）

― 憶測（事実に裏付けされていない事項）

― 承認欲求（自身の『価値』のみを尊重する考え方）
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最後に

■我々は現場の声に常に耳を傾け、お客様に喜ばれるサービスを提供し
続けます。

■職場での開発プロセス、業務改善で困りごとがございましたら、弊社まで
お気軽にご相談ください。
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■弊社ホームページ

https://ota-develop-eff-proj.com/

■弊社Facebookページ

https://www.facebook.com/otasystemproject

https://ota-develop-eff-proj.com/
https://www.facebook.com/otasystemproject


ご清聴ありがとうございました。

Thank you for your attention!
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